
0
200
400
600
800

1,000
1,200
1,400
1,600
1,800

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016

営
業
利
益(

百
万
円)

(年度)
実データ大丸松坂屋 実データ三越伊勢丹

脱百貨店型 原点回帰型

12,000
13,000
14,000
15,000
16,000
17,000
18,000
19,000
20,000
21,000
22,000

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016

実データ三越伊勢丹 原点回帰型 現状維持

売
上
高(

百
万
円)

(年度)

12,000
13,000
14,000
15,000
16,000
17,000
18,000
19,000
20,000
21,000
22,000

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016

実データ大丸松坂屋 脱百貨店型 現状維持

売
上
高(

百
万
円)

(年度)

近年，ショッピングモールやコンビニエンスストアと比べ百貨店業界は低迷しているが，その中でも百貨店
企業の業績推移には違いがみられる．そこで，百貨店企業の主軸である衣料品売場に着目し，経営施策の違
いが業績に及ぼす影響をシステムダイナミクスモデリングすることで，百貨店業界に働いている動的メカニ
ズムを明らかにする．

百貨店業界における経営施策が業績に及ぼす影響の
システムダイナミクスモデリング

System Dynamics Modeling the Impacts of Management Policies on Business Performance in Department Store Industry
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2.モデルの構築

3.シミュレーション結果

4.結論
百貨店業界における企業の経営施策が業績に及ぼす影響のメカニズムを仮説として想定し，システムダイナミ
クスモデルを構築した．売場割合施策と価格帯施策に着目し，脱百貨店型と原点回帰型に分類してシミュレー
ションを行った結果，どちらもいずれかのタイミングで業績が落ち込む挙動が再現でき，百貨店業界に働いて
いた動的メカニズムを確認できたと考える．

1.背景および目的

経営施策
売場割合に関する施策

経営施策により，3種類の顧客集客力が変化

売場形態別特徴

顧客集客力の種類

客単価高い
流出入穏やか

文献調査に基づき経営施策の実施状況から実企業を分類
脱百貨店型 … 大丸松坂屋百貨店 (J.フロントリテーリング)
原点回帰型 … 三越伊勢丹百貨店
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リーマンショック後
回復も，長続きせず

リーマンショック後
大きな回復見られず

文献調査に基づき，百貨店業界に働くメカニズムを仮説として想定し，
それを表現するシステムダイナミクスモデルを構築

売場モデル 3 価格モデル

一般顧客層の取込みを
狙い，低価格ブランド
を導入

低価格化施策 テナント施策
インショップから
テナントにシフト，
正社員を削減

自主売場施策
インショップから
自主売場にシフト，
正社員を強化

顧客モデル
顧客集客力等により，流出入
富裕層 一般層

客単価低い
流出入激しい

百貨店に馴染み
のない客

ロイヤル
カスタマー

競合モデル 6 業績モデル
競合企業を
現状維持(経営施策)で
あるとし表現

売上高，営業利益等，
対象企業の業績を算出

自主売場 インショップ テナント
仕入販売の遂行 百貨店 概ね納入業者 納入業者
店頭での売上 百貨店が計上 百貨店が計上 納入業者が計上

売れ残り等リスク 百貨店が負う 納入業者が負う 納入業者が負う
百貨店の粗利益 大 中 小

百貨店から見た
特徴

機会損失や売れ残
りリスクがあるが

収益が大きい

リスクを回避で
きるがその分，
収益は少ない

売場自体の収益は
少ないが，低コス
トで集客できる

価格帯に関する施策

経営施策による百貨店タイプ分け

テナント施策 自主売場施策 低価格施策
脱百貨店型 有 無 有
原点回帰型 無 有 無

テナント割合 自主売場割合 インショップ割合 価格帯
商品原価(円)

脱百貨店型 0.10 → 0.40 0.15 → 0.10 0.75 → 0.50 6,000 → 5,320
原点回帰型 0.10 → 0.05 0.15 → 0.25 0.75 → 0.70 6,000 → 6,680

百貨店タイプ毎のシミュレーションパラメータの設定
文献調査に基づきシミュレーションパラメータの値を決定

売上高比較[脱百貨店型] 売上高比較[原点回帰型]
シミュレーション結果と現実の比較

営業利益
実企業の業績推移を
概ね再現できている

ブランド力 自主売場やインショップの魅力
価格力 陳列商品の値ごろ感 (原価に対する売価の魅力)

テナント力 自主売場やインショップへの買い回り期待度


	スライド番号 1

